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８月１９日（火）２校時に始業式を体育館で行いました。 

児童を代表して、四年生の代表が「夏休みの思い出と二学期

にがんばりたいこと」の作文を発表しました。 

子どもたちは夏休み中に取り組んだ作品や研究をもって元

気に登校してきました。ご家庭において、規則正しい生活に気

をつけながら、課題や作品等進めてくださりありがとうござい

ます。夏休みの頑張りをこれからの生活に生かして、一人一人

が大きく成長する二学期になるよう全職員で取り組んでまいります。また、プール開放については、

保護者の方や施設開放委員会、ＰＴＡ常任委員の皆様に監視当番のご協力をいただき、無事実施す

ることができました。お忙しいところ、そして暑い中、ご協力くださりありがとうございました。 

二学期の登校日は８８日間です。学習発表会、市陸上記録会、市音楽発表会など多くの行事もあ

ります。児童会のめあて「チャレンジ」のように自分の目標に向かって、失敗を恐れず、様々なこ

とに挑戦し、一日一日を大切に心も体も健康で元気に過ごしてほしいものです。また、創立６０周

年記念事業が予定されております。保護者の皆様のご協力をいただきながら、先輩や地域の方に感

謝し、新たな若葉小学校の伝統を築いていこうとする気持ちを育てていきたいと思います。 

 

   「夏休みの思い出と二学期がんばりたいこと」      ４年 

ぼくの夏休みの思い出は、花西まちづくり協議会がきかくした気仙沼の震災遺構を見るバスツア

ーに参加したことです。ぼくが参加して思ったことが三つあります。 

一つ目は、がれきがまだいっぱいあると思っていたけれど、少ししかなかったことです。二つ目

は、東日本大震災の時の津波の映像を見たことです。津波のいきおいがすごすぎて、とてもこわか

ったです。三つ目は、津波の破壊力を知ったことです。校舎の一階は大きく壊れていて、校長室の

いすがはなれているトイレのところまで流されていました。そして、一番おどろいたのは、三階の

様子です。なぜなら、津波で流されてきた車が、三階まで上がっていて、ひっくり返っていたから

です。三階は、地上から約八メートルもあって、津波の高さにおどろきました。ぼくが、このツア

ーに参加して学んだことは、津波のこわさと震災遺構を今も残して、みんなに忘れないように伝え

ようとしていることです。ぼくの心にも強く残りました。 

二学期に頑張りたいことは、二つあります。一つ目は、音楽発表会です。歌うことが好きなので、

歌声リーダーになって、みんなに歌の素晴らしさを味わってほしいです。二つ目は、算数です。も

っとみんなの前で自分の考えを発表して、自分の考えを知ってほしいからです。長い二学期だけれ

ども、あっという間に終わったなと思えるくらいなんでも一生けん命がんばりたいです。 
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９月２日（火）に授業参観がありました。お忙しいところ、参観くださ

りありがとうございました。２学期が始まって、２週間が経ち、子どもた

ちも学校のリズムを取り戻して、落ち着いて学習に取り組んでいる様子を

ご覧いただくことができたのではないかと思っています。今回は、学級懇

談はありませんでしたが、今後も保護者の皆様と連携を図りながら進めて

参りたいと思いますので、ご協力をお願いいたします。 

 

 

 今年度は、若葉小学校創立６０周年を迎え様々な事業が計画されています。 

１０月２５日（土）午後、著書「カフネ」で 2025年本屋大賞を受賞された阿部暁子さんをお招きし

て講演会を行う予定です。阿部さんは、本校の卒業生です。講演会では、子どもたちや保護者の皆様の

質問にもお答えくださるそうです。先日、講演会に係る質問事項募集の文書をお子様

を通じて配付させていただきました。文書に掲載のＱＲコードを読み取っていただき、

質問等入力くださるようお願いします。締め切りは、９月１２日（金）となっており

ますので、よろしくお願いします。 

 

 

８月２６日（火）３年生が若葉町親交会の山車の見学に行ってきました。地

域を理解し、大切に思う気持ちを育むために、例年，若葉町のご協力をいただ

き行っているものです。親交会会長の上田穣さんから今年の山車について説明

を受け、お祭りに向けて完成させる予定だと伺いました。軒花と藤の花の作成

にも挑戦しました。藤の花は、紫の絵の具をひょうたんのような形をした画用

紙に渦を巻くように描いていきます。大きい

紙から小さい紙になっても上手に描くこと

ができました。軒花は、ピンク色の絵の具で塗り、四半分に折り、張

り合わせていきます。最後は、両面のり付けをして、完成となります。

両面にのり付けした後は、班長さんが手にもって乾かすのを手伝って

くれました。見学の記念に軒花をいただきました。様々な形で関わり

ながら、地域の大切なお祭りを盛り上げていきたいものです。 

 

 

８月２２日（金）から９月１９日（金）までの約４週間、本校卒業生の千葉悠理さんが１年３組で教

育実習を行っています。千葉さんは、すぐに子どもたちに声をかけ、業間や若葉タイムには１年３組や

他の学級の子どもたちとも一緒に遊び、児童理解に努めています。他の学年の様々な先生の授業を参観

し、授業の進め方や子どもたちの発言の様子などもしっかりと観察し学

んでいます。多くの子どもたちと関わりながら教員の仕事について、多

くのことを学んでいただければと思います。また、千葉さんの教育実習

の様子を見ながら、子どもたちが自分の将来を考える機会になればと思

っています。 


